別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：防災費　目：防災総務費
	事業名: 防災交流センター維持管理費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　知事直轄　危機管理部門　危機管理課　管理調整担当　電話番号：058-272-1111（内2413）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11117@pref.gifu.lg.jp
	事業費　


　要求額：27,486千円（前年度予算額：29,175千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　防災交流センターの維持管理費用
　　岐阜県防災交流センターは、大規模災害により県庁舎が被災した場合のバックアップ施設（災害対策本部の指揮所）として岐阜市下奈良地内に建設され、平成１１年６月２９日に開館した(宿舎部分は平成１１年４月入居開始)。
　　　　　　　                災害時…県庁舎が被災した場合に、防災行政無線のサブ統制局や災害対策本部室等を活用し                     活用して災害対策の指揮所となる。
        平常時…各種コンピュータサーバ（人事給与システム、財務会計システム、県営住宅

                管理システム、健康福祉共用ＤＢシステム、行政情報ネットワーク（ＲＥＮ

                ＴＡＩ）、税務事務情報管理システム等）が稼働している。
	２　所要経費


    ・庁舎管理委託費  8,391千円　＜Ｈ22：8,189千円　増減：202千円＞

　　   自家発電装置保守業務、無停電電源装置保守業務、電気保安業務、機械警備業務、
       消防用設備保守点検、空調関係機器保守業務、駐在管理人業務等
   ・建物光熱水費   17,713千円　＜Ｈ22：19,604千円　増減：△1,891千円＞
 　・電話回線使用料  1,130千円  ＜Ｈ22：1,130千円 増減：0千円＞
 　・運営事務費        252千円  ＜H22:252千円 増減:0千円＞
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

６ 社会資本の安全性が高く、災害への備えが整った地域をつくる

・地域では実施できない支援を推進する
	２　これまでの取組状況


県庁のサブセンター（災害対策本部の指揮所）、サーバー等設置施設として機能するよう適切に維持管理を行ってきた。
	３　これまでの取組に対する評価


県庁のサブセンター、サーバー等設置施設として機能するよう適切に維持管理を行ってきたため、施設管理上、大きな問題もなく施設を維持できている。

今後とも、大規模地震はいつ発生してもおかしくないため、いざというときに災害対策本部の指揮所として施設が機能するよう、施設維持に万全を期す。
	１月１５日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	29,175
	0
	0
	161
	0
	0
	2,222
	0
	26,792

	要求額
	27,486
	0
	0
	335
	0
	0
	2,234
	0
	24,917

	1月15日時点査定額
	27,486
	0
	0
	335
	0
	0
	2,234
	0
	24,917

	決定額
	27,486
	0
	0
	335
	0
	0
	2,234
	0
	24,917


